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十勝圏域障がい者が暮らしやすい地域づくり委員会　取組状況

○とりあえず困ったときに相談する場所（窓口）の設置について

課題①：相談窓口があっても、相談に行きづらい。自分から相談しにくい。

⇒行政機関などに繋がっていない人が、気軽に相談窓口に電話できるような工夫はない

だろうか？

○リーフレットの作成開始

　リーフレットの内容と設置･配布場所の検討

→相談する場所があってもなかなか相談しに行きづらい人たちが唯一外出する場所や馴

染みある場所で、目にして気軽に手に取れるようなもの、そして相談してみようかなと

思うようなものにしたい

○リーフレット配布により3件の相談があり（精神障害のある方から）

　

○リーフレットのは配布を継続するために、どのように周知の幅を広げるか･改良すべき

点はどこか検討

○改めて地域課題の検討

○障がい理解の促進に係る動画（ＤＶＤ）の作成

　上川総合振興局にて「障害者の困りごとや合理的配慮の体験発表(ホテルを利用する際

の困りごとや工夫について)」について動画を作成し各振興局にて視聴。

→本委員会においても、障害理解の促進や各関係機関への広報として作成してみてはど

うか?

　動画内容：⑴視覚障がい者への配慮（盲導犬･介助犬について）

　　　　　　⑵車椅子を使用している人の車の乗り降りについて

　　　　　　⑶発達障がいの特性について

　　　　　　（①聴覚過敏･イヤーマフ･ノイズキャンセルについて

　　　　　　　②自閉スペクトラム症の特性について）

○新型コロナウイルスによる影響と課題について

　マスクの着用、障がい者やその家族が陽性となった際の入院や

その後の介助･世話、サービスの利用制限等について検討

○障がい児者の災害時の避難対応について

　災害時の障がい種別での配慮事項について検討

○書面開催（新型コロナウイルスによる影響と課題について）

○投票時の合理的配慮について（国通知）関係機関への周知

○差別解消に係る市町村窓口における相談とその対応について調査を実施

○動画（ＤＶＤ）の完成と貸出開始（各関係機関向け）

○聴覚に障害のある方への対応事例について（芽室町）

　コンビニエンスストア等で聴覚障害の方とコミュニケーションを図るものの

一つとしてコミュニケーションボード（※参考２を参照）を活用

○障がい分野に係る普及･啓発活動について調査の実施

参集範囲：教育機関（保育園、幼稚園、小･中･高校、特別支援学校、専門学校、大学）

　　　　　各市町村障がい福祉所管課

　　　　　各市町村教育委員会

　　　　　各市町村民生委員（児童委員）協議会

　　　　　消防局　等

【調査結果】教育機関：障がい特性理解をすることが難しい

　　　　　　　　　　　教員側の障がい理解が乏しく、適切な支援や対応が

　　　　　　　　　　　困難な状況

　　　　　　→知りたい情報：発達検査について

　　　　　　　　　　　　　　障がい特性について

　　　　　　　　　　　　　　それぞれの障がいへの適切な支援について

　　　　　　各行政機関：人手不足や短期間での人員移動により、十分な支援や

　　　　　　　　　　　　支援の定着が困難

⇒いずれも、障がい分野に係る研修の実施や参加状況については、現段階では低い傾向

にあるが、障がいに関するそれぞれの特性や支援など障がいに係る情報を知りたいとの

声が多く、研修会の実施や普及啓発活動の需要はとても高い。
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令和６年度 ○障がい者との接し方等について、議論。

　・民生委員へ障がい者への対応についての説明会を実施。

　・委員の方々に差別解消・合理的配慮に基づいて、普段の生活の中での配慮点

　　について、発表。情報を共有した。


